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HTTPS ではなく HTTP で始まるホームページは消え去る運命にあるのか？ 
 
最近以下のようなメールがよく⼊ってくる。このメールによると、通信の安全を確保するた
めの SSL 証明書の導⼊がなされていない HTTP で始まるホームページは閲覧できなくなる
可能性があるようである。正確には HTTPS と HTTP が混在するホームページにおいて
HTTP が閲覧不可能になる。しかし、世の中には通信の秘密の必要がない情報も多く、こ
の措置にはいささか疑問が残る。世の中、確かに通信の秘密が破られると困るサイトも多く
あるが、全てがすべてそのようなサイトであるとは限らない。SSL 認証を取りそれを維持し
続けるためには、年間数万円の費⽤が発⽣する。秘密保持を前⾯に押し出した新たな事業分
野の創造（商売）を⽬指しているとしか思えない。 
 
本⽇の⽇本経済新聞には量⼦コンピュータの問題解決速度の速さが⽰されていた。スーパ
ーコンピュータで１万年かかる計算が実に３分で終わるとのこと。量⼦コンピュータが汎
⽤的に⽤いられるようになった時、SSL 認証を受けた HTTPS はどうなっているのか、楽し
みである。そんな時代となっても、HTTP は⼗分に役⽬を果たしているものと思うのだが。 
 
 
【HTTPS 化対応をしないと Web サイトが正常に表⽰されなくなります】 
2019 年 12 ⽉から 2020 年 2 ⽉にかけ、Google Chrome に対して 
Web サイト内の「HTTP」コンテンツがブロックされるよう 
段階的な仕様変更が⾏われることが公表されました。 
■概要 
--------------------------------------------------- 
▽対象ブラウザ 
Google Chrome 79.0 以降 
▽変更内容 
HTTPS/HTTP 混在ページにおける HTTP をデフォルトでブロック対象とする 
▽想定影響 
Web サイト上に「http」で記述されているコンテンツが正常に動作しなくなる 
--------------------------------------------------- 
本仕様変更に伴い、コンテンツがブロックされると、 
Web サイトに訪問されたお客様に伝えたい情報を 
正しく伝えることができなくなります。 



SSL 証明書の導⼊がお済みでない場合、2019 年 12 ⽉の上記仕様変更前に 
ご対応いただくことを強くお勧めいたします。 
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